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四
月
五
日
・
六
日
の
二
日
間

に
亘
り
、
恒
例
の
年
参
講
大
祭

が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
典
は
寒
川
町
内
の
氏

子
を
始
め
各
地
区
の
講
社
団
体

の
方
々
が
、
境
内
に
咲
き
誇
る

桜
花
を
愛
で
つ
つ
参
拝
し
、
日

頃
の
御
神
恩
に
感
謝
の
念
を
捧

げ
る
と
共
に
、
御
神
楽
を
奉
納

し
て
地
域
の
安
全
と
講
員
の
無

病
息
災
を
祈
念
す
る
お
祭
り
で

本
年
は
桜
の
開
花
時
期
が
合
致

し
、
満
開
の
中
で
の
祭
典
斎
行

と
な
り
ま
し
た
。

二
日
目
に
は
、
宮
山
地
区
の

方
々
が
参
拝
さ
れ
、
疫
病
等
が

流
行
し
な
い
よ
う
祈
願
す
る
衛

生
祈
祷
祭
も
併
せ
て
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

午
後
に
は
宮
山
総
代
に
よ
る

奉
納
演
芸
大
会
が
開
催
さ
れ

カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
氏
子
有
志

の
方
々
の
自
慢
の
歌
声
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
が
、
次
第
に
雨
脚

も
強
ま
り
、
残
念
な
が
ら
舞
踊

の
部
は
中
止
さ
れ
ま
し
た
。
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相
模
國
式
内
社
の
会
で
は
恒

例
の
巡
拝
会
を
、
去
る
三
月
二

十
六
日
に
実
施
致
し
ま
し
た

こ
こ
数
年
は
、
県
外
の
式
内

社
を
訪
ね
、
研
修
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
今
回
は
、
会
員
で
あ

る
大
山
阿
夫
利
神
社
と
高
部
屋

神
社
が
御
本
殿
等
を
改
修
さ
れ

た
事
も
あ
り
、
県
内
二
社
を
巡

拝
致
し
ま
し
た
。

始
め
に
大
山
阿
夫
利
神
社
を

正
式
参
拝
し
、
目
黒
宮
司
様
よ

り
神
社
の
由
緒
や
講
社
参
拝
の

歴
史
と
先
導
師

(

御
師)

の
役

割
等
を
ご
説
明
頂
き
ま
し
た

そ
の
後
、
大
山
寺
を
参
観
し

檀
家
の
い
な
い
お
寺
の
護
持
運

営
の
方
策
を
伺
い
、
ま
た
先
導

師
で
も
あ
る
目
黒
宮
司
様
の
旅

館
に
て
昼
食
を
頂
き
、
講
社
参

拝
時
に
於
け
る
宿
泊
の
雰
囲
気

を
味
わ
い
ま
し
た
。

午
後
は
、
屋
根
が
葺
替
え
ら

れ
奥
ゆ
か
し
さ
が
増
し
た
高
部

屋
神
社
を
参
拝
、
氏
子
の
方
よ

り
萱
の
調
達
や
職
人
確
保
の
苦

労
話
や
、
現
用
資
材
を
出
来
得

る
限
り
再
利
用
し
た
事
が
伺
え

参
加
者
一
同
感
銘
を
受
け
つ
つ

巡
拝
会
も
無
事
終
了
、
次
回
を

期
待
し
散
会
致
し
ま
し
た
。

▲大山阿夫利神社

先
帝
昭
和
天
皇
御
生
誕
の
日

で
あ
る
四
月
二
十
九
日
は

｢

激
動
の
日
々
を
経
て
、
復
興

を
遂
げ
た
昭
和
の
時
代
を
顧
み

国
の
将
来
に
思
い
を
い
た
す｣

の
趣
旨
に
て
、
平
成
十
七
年

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
改

正
に
よ
り

『

昭
和
の
日』

と
な

り
平
成
十
九
年
に
施
行
さ
れ

現
在
に
至
り
ま
す
。

当
日
は
早
朝
に
、
職
員
全
員

参
列
の
も
と

｢
昭
和
祭｣

を
斎

行
し
、
常
に
も
国
民
と
苦
楽
を

共
と
し
、
日
夜
国
民
の
幸
福
を

願
わ
れ
た
、昭
和
天
皇
の
大
御

心
を
拝
し
、
皇
室
の
弥
栄
と
国

家
・
国
民
の
平
安
と
繁
栄
を
祈

念
い
た
し
ま
し
た
。
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▲高部屋神社
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当
神
社
で
は
、
終
戦
記
念
日
で
あ
る
八
月

十
五
日
に
、
先
の
大
戦
で
祖
国
の
平
和
を
願

い
つ
つ
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
英
霊
へ

の
慰
霊
と
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
り
、
毎
年

｢

相
模
薪
能｣

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
第
四
十
五
回
記
念
と
し
て
、
寒
川

神
社
少
年
館
の
館
生
が
能
に
稚
児
役
と
し
て

出
演
し
ま
す
。

館
生
達
の
名
演
に
も
ご
注
目
下
さ
い
。

尚
、
申
し
込
み
方
法
等
の
詳
細
は
、
次
号

に
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
の
で
、
ご
参
照
頂

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�能 ｢江野島｣

▼能 ｢鞍馬天狗｣

�狂言 ｢口真似｣
＜写真撮影：政川慎治＞

�
�

�
�

●
能

江え

野の

島し
ま

中
森

貫
太
ほ
か

●
狂
言

口く
ち

真ま

似ね

野
村

萬
斎
ほ
か

●
能

鞍く
ら

馬ま

天て
ん

狗ぐ

観
世

喜
正
ほ
か

�
�
�
�
�

平
成
二
十
六
年
八
月
十
五
日(

金)

午
後
五
時
半
予
定

�
�

	
�

寒
川
神
社
境
内
特
設
能
舞
台
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こ
の
祭
典
は｢
こ
う
の
ま
ち｣

と
も
呼
ば
れ
、
大
磯
町
国
府
本

郷
の
神
揃
山
に
相
模
国
一
之
宮

寒
川
神
社
・
二
之
宮
川
勾
神
社

・
三
之
宮
比
々
多
神
社
・
四
之

宮
前
鳥
神
社
・
平
塚
八
幡
宮
の

神
々
が
神
輿
に
て
参
集
し
、
古

式

｢

座
問
答｣

が
行
わ
れ
ま
す

そ
の
後
大
矢
場
に
て
神
対
面
の

儀
・
国
司
奉
幣
の
儀
が
行
わ
れ

ま
す
。

�
�
�
�
�

�
�
�
��
�
�

七:

〇
〇

諸
員
参
集

七:

二
〇

遷

霊

祭

七:

五
〇

発

輿

祭
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九:

〇
〇

平
塚
通
過
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一
三:

五
〇

神
揃
山
発
輿
祭

一
四:

〇
〇

神
揃
山
発
輿

一
五:

〇
〇

大
矢
場
着
御
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一
六:

〇
〇

大
矢
場
発
輿
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�神揃山に向かう神輿
▲座問答

�国司奉幣の儀
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現
在
内
庭
に
は
玉
砂
利
が
敷

き
詰
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が

正
月
な
ど
参
拝
の
方
が
大
勢
お

み
え
に
な
る
時
期
に
は
、
段
差

が
生
じ
危
険
な
事
も
あ
る
他

砂
塵
に
よ
る
悪
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
為
、
こ
の
度
す
べ
て
石
張

り
に
改
修
さ
れ
る
事
と
な
り

去
る
四
月
一
日
に
清
祓
式
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
車
椅
子
の
方
に
も
賽

銭
箱
の
前
に
て
参
拝
し
て
頂
け

る
よ
う
、
西
側
よ
り
向
拝
前
に

か
け
て
新
た
に
ス
ロ
ー
プ
を
設

置
致
し
ま
す
。

こ
れ
に
先
が
け
行
わ
れ
ま
し

た
御
神
木
の
移
植
作
業
は
、
無

事
南
側
に
移
植
さ
れ
、
養
生
が

行
わ
れ
て
い
る
所
で
、
す
べ
て

の
工
事
が
完
了
す
る
の
は
七
月

末
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

御
参
拝
の
方
々
に
は
大
変
ご

不
便
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し

ま
す
が
、
何
卒
、
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

▲石張り工事風景

▲養生中の御神木 ▲新設されるスロープ

�
�

�
�

�
�
�
�
�

神
社
音
楽
協
会
の
先
�
径
子

先
生
を
お
招
き
し
、
浦
安
の
舞

講
習
会
を
開
催
致
し
ま
し
た

浦
安
の
舞
は
皇
紀
二
千
六
百

年

(

昭
和
十
五
年)

を
奉
祝
し

作
ら
れ
た
舞
で
、
各
祭
典
の
折

御
神
前
に
て
奉
奏
さ
れ
ま
す

ま
た
、
末
社
御
祖
神
社
の
祭

典
に
て
舞
わ
れ
る
榊
舞
も
御
教

授
頂
き
ま
し
た
。
榊
舞
は
美
し

い
自
然
に
感
謝
し
守
り
伝
え
よ

う
と
願
う
舞
で
す
。

受
講
生
は
先
生
の
指
導
の
下

舞
に
対
す
る
心
構
え
を
再
認
識

し
、
実
り
あ
る
講
習
会
と
な
り

ま
し
た
。
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寒
川
町
・
寒
川
町
体
育
協
会

主
催
に
よ
る

｢
第
六
十
四
回
観

桜
駅
伝
競
走
大
会｣

が
四
月
六

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

桜
花
満
開
な
が
ら
も
小
雨
降

る
肌
寒
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の

中
、
寒
川
神
社
前
を
ス
タ
ー
ト

し
た
七
十
八
チ
ー
ム
の
選
手
達

は
、
参
道
に
咲
く
桜
の
ト
ン
ネ

ル
を
勢
い
良
く
駆
け
抜
け
、
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
た
藤
沢
近

未
来
チ
ー
ム
と
松
浪
中
Ａ
チ
ー

ム
が
見
事
一
之
宮
賞

(

第
二
・

三
部
優
勝)

に
輝
き
そ
の
栄
誉

が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

社
報

｢

相
模｣

に
毎
月
四
季

折
々
の
俳
句
を
献
じ
ら
れ
て
お

り
ま
す
寒
川
俳
壇
の
年
次
総
会

が
、
三
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ

そ
の
席
上
に
て
本
年
度
の
優
秀

句
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
句
に
は
、
日
本
全
国

各
地
か
ら
の
年
賀
状
が
束
に
さ

れ
届
く
様
を
、
見
事
に
表
現
さ

れ
た
菅
沼
保
幸
氏
の
句
が
選
ば

れ
、
当
神
社
よ
り
一
之
宮
賞
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
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最
優
秀
賞)
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菅
沼

保
幸
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四
月
一
日
よ
り
十
日
に
か
け

て
学
齢
児
図
画
展
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
図
画
展
は
、
今
春
小
学

校
へ
入
学
す
る
児
童
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
願
い
、
創
造
性

独
創
性
を
助
長
す
る
事
を
目
的

と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
お
り

本
年
も
回
廊
に
は
寒
川
さ
く
ら

幼
稚
園
・
倉
見
幼
稚
園
・
一
之

宮
相
和
幼
稚
園
の
卒
園
児
が
描

い
た
、
感
性
溢
れ
る
作
品
一
五

〇
点
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
参

拝
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
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�
�
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と き ５月３日(土)
９時～14時 ※雨天順延

ところ 寒川神社 馬場

����������������

※同日10時～12時
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少
年
活
動
だ
よ
り
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境
内
の
桜
も
満
開
と
な
っ
た

四
月
二
日(

水)

、
新
入
館
生
三

十
名
を
迎
え
て
入
館
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

一
年
生
二
十
四
名
・
二
年
生

五
名
・
三
年
生
一
名
が
、
新
し

い
服
装
で
ご
父
兄
に
付
き
添
わ

れ
、
先
ず
寒
川
神
社
本
殿
に
て

入
館
奉
告
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し

た
。
少
年
館
で
の
活
動
の
無
事

を
祈
念
す
る
祝
詞
が
奏
上
さ
れ

緊
張
し
た
面
持
ち
で
玉
串
を
捧

げ
全
員
一
緒
に
参
拝
し
ま
し
た

引
き
続
き
少
年
館
ホ
ー
ル
に

於
い
て
、
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
在
館
生
が
大
き
な
声
で
歌

う

｢

少
年
館
の
歌｣

に
驚
い
た

り
、
講
師
の
先
生
の
話
し
を
し
っ

か
り
と
聞
け
た
り
、
ま
た
館
長

先
生
か
ら
は
入
館
の
記
念
品
を

頂
い
た
り
と
、
こ
れ
か
ら
始
ま

る
少
年
館
の
活
動
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

在
館
生
を
含
め
総
勢
一
二
五

名
が
、
神
社
の
境
内
で
伝
統
文

化
や
芸
能
に
触
れ
な
が
ら
、
豊

か
な
心
を
育
ん
で
く
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

四
月
二
十
日
、
ス
カ
ウ
ト
ハ

ウ
ス
に
て
フ
ラ
イ
ア
ッ
プ
式

巣
立
ち
式
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
六
名
の
フ
ラ
イ
ア
ッ
プ

一
名
の
巣
立
ち
を
迎
え
ま
し
た

一
番
下
の
部
門
か
ら
フ
ラ
イ
ア
ッ

プ
し
た
ス
カ
ウ
ト
は
真
新
し
い

制
服
に
切
り
替
わ
り
初
々
し
い

姿
で
歌
い
ま
し
た
。

巣
立
つ
ス
カ
ウ
ト
は
、
今
ま

で
の
思
い
出
や
こ
れ
か
ら
の
夢

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ス
カ
ウ
ト
達
そ
れ
ぞ
れ
の
目

標
に
向
か
う
ス
タ
ー
ト
日
に
な

り
ま
し
た
。

三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日

に
か
け
て
、
南
足
柄
市
の
夕
日

の
滝
に
て
春
季
キ
ャ
ン
プ
を
実

施
し
ま
し
た
。
今
回
は

｢

切
磋

琢
磨｣

の
テ
ー
マ
の
下
、
ス
カ

ウ
ト
同
士
お
互
い
助
け
、
競
い

合
い
な
が
ら
テ
ン
ト
設
営
や
炊

事
等
ス
カ
ウ
ト
技
能
の
向
上
を

目
指
し
ま
し
た
。

二
日
目
に
は
金
時
山
を
ハ
イ

キ
ン
グ
。
疲
労
を
感
じ
つ
つ
も

山
頂
か
ら
勇
壮
な
富
士
山
を
臨

む
事
が
出
来
、
登
頂
の
達
成
感

に
浸
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

最
終
日
は
豪
雨
に
見
舞
わ
れ

視
界
も
足
場
も
悪
い
中
で
の
撤

営
で
し
た
が
、
確
実
に
行
い
、

悪
条
件
の
中
で
も
対
応
出
来
ま

し
た
。
今
回
の
経
験
を
今
後
の

活
動
に
生
か
し
て
貰
う
事
を
期

待
し
ま
す
。

▲館長先生より記念品を頂く入館生

▲金時山より富士山を臨む
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平
成
二
十
六
年
五
月
八
日(

木)

午
後
三
時
〜
四
時

�

�

寒
川
神
社
参
集
殿
※
入
場
無
料

(

申
込
不
要)
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内
科
医
長

武

村

文

夫

 
!
"

電
話
〇
四
六
七(

七
五)

六
六
八
〇

寒
川
病
院

�������
������������� ������	

	

������������������������

���� ��� 	 
 � �  �

� �
午前

１診 栗田啓司 武村文夫 栗田啓司 清水雄介 栗田啓司 鳴海裕之

２診 円谷斉子 武村文夫 1,3,5週
栗田啓司 2,4週

３診
午後 鳴海裕之 鳴海裕之 武村文夫 清水雄介 円谷斉子

� � � �
午前
午後 栗田啓司

�����
午前 石田正之 2,4週(予約)

午後 石田正之 2週(予約)

����� 午後 内山光昭

�����
午前 武村文夫 丸山真弓 丸山真弓 武村文夫 丸山真弓
午後 宮武 範

�����
午前 干場泰成 神田茂孝
午後

� �
午前

１診 木勢佳史 原 正 徳田裕(乳腺) 原 正 宮北寛士 原 正 1,3,5週
木勢佳史 2,4週

２診 石田秀樹 岡村卓穂(乳腺) 劉孟娟(乳腺)

午後
１診 原 正 鍋島一仁 15時30分まで担当医 木勢佳史 木勢佳史
２診 岡村卓穂(乳腺)

����� 午後 富永二郎
 ! � 午後 太田多美 倉繁祐太 川井麻友 渡辺絢子
" � � � 午前 金 伯士

# $ � �
午前

１診 赤塚正洋 赤塚正洋 赤塚正洋 金 俊男 赤塚正洋 赤塚正洋 2,3週
江口英人 1,4,5週

２診 岡崎 敦 1,3,5週
竹元 暁 2,4週

午後 赤塚正洋 休 診 坂口 彰 金 俊男 岡崎 敦 1,3週
竹元 暁 2,4,5週

% �
午前 木勢由利子 木勢由利子 小林綾子 保科真理 木勢由利子

及川哲平 1週
木勢由利子 2,4週
嶋村慎太郎 3週
休診 5週

午後 木勢由利子 中川喜博 及川哲平 鈴木崇弘 鈴木崇弘

&'()�
午前 大上麻由里 大上麻由里 大上麻由里 大上麻由里 小田桐恭子 大上麻由里
午後 大上麻由里 厚見 拓 大上麻由里 大上麻由里 関根基樹

� * +
午前 原 正 鳴海裕之 荒瀬吉孝 木勢佳史 木勢佳史 3週

原 正 4週
午後 木勢佳史 原 正 鳴海裕之(2,3週)

�������	
�������

果
て
し
な
く
澄
み
渡
る
青
空
を
優
雅
に
泳
ぐ
鯉
の
ぼ

り
。
大
空
の
様
な
大
き
な
心
を
持
ち
、
ま
だ
見
ぬ
新
天

地
に
向
い
元
気
よ
く
歩
き
出
し
た
い
。

����
����

����
����

����

月
次
祭
に
ご
参
列
さ
れ
た
方
な

ど
に
お
頒
け
す
る
木
札
で
す

�
皐

月

�
�
�
�

�

�
�

	

山
縣

祐
子

録
事
を
命
ず
る

平
成
二
十
六
年
五
月
一
日

�
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�


	

看
護
師

江
良

祐
佳

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
六
年
五
月
一
日

�

�
�
�

	

看
護
師

湯
山

洋
子

介
護
職
員

佃

章
市
呂

神
恵
苑
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
六
年
五
月
一
日

�
�

�

�

�
�
�

	

奥
川

優
子

規
則
に
依
り
定
年
退
職
と
す
る

平
成
二
十
六
年
四
月
三
十
日

�



�
�


	

看
護
師

安
藤
由
美
子

規
則
に
依
り
定
年
退
職
と
す
る

平
成
二
十
六
年
四
月
三
十
日

�
�
�
�

	

准
看
護
師

川
尻
佐
美
子

規
則
に
依
り
定
年
退
職
と
す
る

平
成
二
十
六
年
四
月
三
十
日

介
護
福
祉
士

今
道
さ
つ
き

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
六
年
四
月
三
十
日
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御
分
霊
で
あ
る
守
公
神
を
総
社

に
納
め
奉
る
�
神
対
面
の
儀
�

息
子
が
私
に
訴
え
か
け
て
き
た

理
屈
で
諭
し
な
が
ら
も
、
幼
い

頃
抱
い
た
同
じ
想
い
に
ノ
ス
タ
ル

ジ
ー
を
感
じ
た
一
時
で
あ
っ
た

(

尚)

｢

子
供
の
日
な
の
に
何
故
言
う

事
を
聞
い
て
く
れ
な
い
の
？｣

と

放
さ
れ
て
牧
場
の
風
と
な
る
仔
馬

松
本
美
智
子

花
の
雨
歌
碑
に
鱗
の
ご
と
く
付
く

飛
石

槿
花

花
吹
雪
浴
び
て
遡
上
の
屋
形
船

根
岸

君
子

苦
も
楽
も
共
に
刻
む
や
花
の
家

宮
入

つ
る

あ
る
か
な
き
風
に
知
覧
の
桜
散
る

芹
澤

徳
光

白
蓮
の
翔た

つ
か
に
朝
の
光
り
か
な

金
指

月
光

変
わ
る
世
も
変
ら
ぬ
人
の
花
の
宴

岩
田
美
代
子

届
き
た
る
娘
の
制
服
や
花
の
昼

菅
沼

保
幸

思
ひ
き
り
嵩か

さ

張
っ
て
ゐ
る
春
キ
ャ
ベ
ツ

山
本

朝
子

春
一
番
赤
い
上
衣
の
郵
便
夫

四
ッ
車
梢
月

山
里
は
氏
子
少
な
く
春
祭
り

菅
沼
う
め
の

始
業
式
桜
吹
雪
の
お
出
迎
え

原
野

楽
天

菜
の
花
や
目
久
尻
川
の
犬
走
り

松
村

信
篤

花
吹
雪
散
り
込
ん
で
来
る
仮
舞
台

伊
藤

公
一

振
り
返
り
又
ふ
り
か
え
る
桜
道

倉
谷

節
子

家
中
で
同
じ
仕
事
の
日
永
か
な

皆
川
志
ん
ご

牛
小
屋
に
鶏
舎
に
桜
吹
雪
か
な

金
子

つ
ぢ

完
全
に
雨
と
な
り
た
る
花
の
昼

竹
村
真
砂
美

花
冷
や
待
ち
か
ね
し
会
を
変
更
し

三
輪

恭
子

風
鐸
の
静
か
に
揺
れ
る
花
の
寺

天
沼

子
平

豪
雪
は
一
四
〇
年
ぶ
り
と
ふ
そ
の
深
き
雪
に
い
だ
か
れ
姉
逝
き
ま
せ
り

平
澤
ま
さ
え

青
空
に
く
っ
き
り
浮
ぶ
阿
夫
利
山
夕
陽
に
映
ゆ
る
景
の
美
く
し

三
留
と
く
子

口
先
を
と
が
ら
せ
幼
が
つ
な
げ
た
る
ク
リ
ッ
プ
一
つ
ほ
ぐ
し
て
つ
か
ふ

堀
江

照
子

重
き
雪
支
え
き
れ
ず
に
幹
折
れ
る
夫
が
愛
せ
し
日
本
石
楠
花

宮
治
友
美
枝

歌
が
あ
り
花
が
あ
る
か
ら
生
き
ら
れ
る
齢

よ
わ
い

重
ね
て
し
み
じ
み
と
今

徳
江

道
子

施
設
で
の
三
月
生
ま
れ
の
誕
生
会
百
歳
の
夫
の
祝
わ
れ
て
お
り

宇
田
川
時
子

ち
ら
し
ず
し
雛
段
に
供
う
母
の
味
今
年
も
祈
れ
る
孫
の
成
長

土
屋
ト
ミ
子

無
残
な
り
鉢
植
え
の
梅
整
え
し
枝
折
れ
曲
が
り
雪
に
埋
ま
る

浜
田

寿
子

隣
近
所
手
と
手
を
取
り
合
い
雪
か
き
す
吐
く
息
白
く
会
話
も
弾
む

山
口

幸
子

北
風
に
あ
お
ら
れ
狂
う
雪
つ
ぶ
て
庭
の
草
木
を
め
が
け
て
繞ち

ま
く

山
根
喜
美
代

孫
翼
ス
ー
ツ
姿
に
ピ
ア
ノ
弾
く
発
表
会
祝
ぐ
白
雪
の
降
る

亀
山

文
子

結ゆ

弦づ
る

君
も
葛
西
選
手
も
真
央
ち
ゃ
ん
も
競
技
が
光
る
ス
ピ
ー
チ
も
光
る

安
藤

慧

音
も
な
く
降
り
積
る
雪
に
俯
む
き
て
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
花
じ
っ
と
耐
え

川
島
惠
美
子

降
る
雨
に
す
っ
ぽ
り
埋
ま
り
耐
え
て
い
る

｢

パ
ン
ジ
ー
あ
な
た
は
本
当
に
つ
よ
い｣

天
利

春
枝

寒
さ
に
も
季
節
は
違た

が

わ
ず
廻
り
く
る
梅
の
花
散
り
木
の
芽
ふ
く
ら
む

岡
元

芳
子

晴
れ
の
日
の
ご
馳
走
た
り
し
散
ら
し
鮨
手
作
り
供
ふ
母
の
命
日

杉
本

照
世


